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三
、
賛
助
会
員
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者
。

第
五
条
（
役
員
）
本
会
に
左
記
の
役
員
を
置
く
。

一
、
会
長
仏
教
学
科
主
任
を
以
て
こ
れ
に
任
ず
る
。
会
長
は
本

第
一
条
（
名
称
）
本
会
は
大
谷
大
学
仏
教
学
会
と
称
し
、
事
務
所
を
大

谷
大
学
内
に
置
く
。

第
二
条
（
目
的
）
本
会
は
仏
教
学
の
研
究
と
発
表
を
以
て
そ
の
目
的
と

す
る
。

第
三
条
（
事
業
）
本
会
は
左
記
の
事
業
を
行
う
。

一
、
総
会
二
、
例
会
三
、
公
開
講
演
会
四
、
機
関
誌
「
佛
教

学
セ
ミ
ナ
ー
』
の
発
行
五
、
そ
の
他
出
版
物
の
刊
行
六
、
研

究
旅
行
七
、
そ
の
他
必
要
な
る
事
業

第
四
条
（
会
員
）
本
会
は
左
記
の
会
員
を
以
て
組
織
す
る
。

一
、
教
員
会
員
大
谷
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
の
専
任
教
員
。

二
、
学
生
会
員
大
谷
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
及
び
大
学
院
仏
教
学

大
谷
大
学
仏
教
学
会
会
則

二
、
委
員
会
長
に
よ
っ
て
委
嘱
さ
れ
た
者
、
並
に
大
学
院
及
び

文
学
部
学
生
中
よ
り
互
選
さ
れ
た
者
を
以
て
こ
れ
に
任
ず
る
。
委

員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。
委
員
会
は
会
の
事
業
を
企
画
し
、
評

議
員
会
の
承
認
を
得
て
事
業
を
遂
行
す
る
。

三
、
評
議
員
教
員
会
員
を
以
て
こ
れ
に
任
ず
る
。
評
議
員
会
は
下

会
を
代
表
す
る
。

、
教
員
会
員

、
学
生
会
員

専
攻
の
学
生
。

記
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
す
る
。
㈲
機
関
誌
の
編
集
口
事
業

計
画
日
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
四
会
則
の
変
更
⑰
会

費
の
変
更
㈲
そ
の
他
必
要
な
る
事
項
。

第
六
条
（
経
費
）
本
会
の
経
費
は
会
費
・
補
助
金
及
び
そ
の
他
の
収

入
に
よ
る
。

第
七
条
（
会
費
）
各
会
員
の
会
費
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
。

第
八
条
（
年
度
）
本
会
の
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年

三
月
三
十
一
日
に
終
了
す
る
。

第
九
条
（
規
約
の
変
更
）
本
会
則
の
変
更
は
評
議
員
会
の
決
議
を
へ

て
、
総
会
出
席
者
の
二
分
の
一
以
上
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。

本
会
則
は
一
九
八
○
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

（
二
○
一
○
年
四
月
一
日
一
部
改
訂
）
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「
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
九
十
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
号
に
は
昨
年
度
（
二
○
○
九
年
度
）
末
で
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
小

谷
信
千
代
先
生
の
最
終
講
義
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小
谷
先

生
の
専
門
は
イ
ン
ド
仏
教
、
特
に
ア
ビ
ダ
ル
マ
と
唯
識
思
想
で
す
が
、
最

終
講
義
で
は
「
倶
舎
論
」
や
唯
識
論
耆
を
駆
使
し
て
「
染
汚
意
と
意
根
」

と
い
う
難
解
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
長
年
の
あ
い
だ
、
大
谷
大
学
の
仏
教
学
科
・
短
期
大
学
部
の
仏
教
科

で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
私
た
ち
後
輩
を
暖
か
く

指
導
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
さ
ら
な
る

小
谷
先
生
の
最
終
講
義
以
外
に
も
、
「
現
観
荘
厳
論
」
ハ
リ
バ
ド
ラ
注

の
翻
訳
や
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
の
論
文
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
の
集
中
講
義
に
関

す
る
報
告
も
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
井
内
真
帆
先
生
か
ら
は
大
英
図
書
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
カ
ラ
ホ
ト
出
土
の
チ
ベ
ッ
ト
文
献
に
関
す
る
興
味
深

い
論
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近
仏
教
学
の
世
界
で
は
、
写
本
研
究
が

盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
地
道
で

あ
り
な
が
ら
も
極
め
て
重
要
な
研
究
の
成
果
を
本
誌
で
公
表
で
き
る
よ
う

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
の
出
版
母
体
で
あ
る

大
谷
大
学
仏
教
学
会
の
会
則
が
、
二
○
’
○
年
四
月
一
日
付
け
で
一
部
改

正
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
て
お
き
ま
す
。
「
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
の
出

版
・
編
集
に
は
直
接
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
学
会

努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
活
躍
を
念
じ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

の
運
営
と
活
動
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
。
ご
鞭
捷
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
冗
句
詞
）
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